
　
山
口
県
立
下
関
工
科
高
校
の
春か

す

日が

貴よ
し

江え

先

生
は
、
２
０
１
８
年
度
、
応
用
化
学
工
学
科

の
「
課
題
研
究
」
に
お
い
て
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
使
っ
た
評
価
を
導
入
し
た
。
春
日
先
生

自
身
は
既
に
自
分
の
担
当
す
る
専
門
教
科
で

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
て
き
た
が
、
生
徒

が
グ
ル
ー
プ
で
主
体
的
に
学
習
を
進
め
る「
課

題
研
究
」で
は
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
。今
回
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た
評
価
は
学
期
末
に

行
っ
た
が
、
生
徒
が
自
身
の
学
び
を
振
り
返

る
と
い
う
点
で
評
価
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
適
切

だ
っ
た
の
か
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

ま
た
、
生
徒
の
自
己
評
価
、
他
者
評
価
も
印

象
評
価
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
た
め
、
数
値
化

さ
れ
な
く
て
も
納
得
度
の
高
い
評
価
と
す
る

た
め
の
仕
組
み
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
た
。

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

検討メンバー

改良！指
導ツール

山口県立
下関工科高校　

春日貴江
かすが・よしえ

長崎県立諫
いさ

早
はや

高校　

髙比良周一
たかひら・しゅういち

宮崎県立
延
のべおか

岡星
せいうん

雲高校

栁井健二
やない・けんじ

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、専門学科の「課題研究」のルーブリックを使って
生徒の学びの成果を可視化するための指導について検討する。

適
切
な
頻
度
、
タ
イ
ミ
ン
グ
で

納
得
度
の
高
い
評
価
を
行
い
た
い

ツール 提供者

山口県立下関工科高校　春
かす
日
が
貴
よし
江
え
先生提供

「ルーブリック」 Before

1

2

課
題

学期末にルーブリックを使って評価を行ったが、どのよ
うなタイミングで評価を行えば、生徒が自身の学びを改
善するようなよりよい振り返りになるか
「課題研究」という授業内容が変化する教科で、数値に
表しにくい資質・能力をどのように評価すればよいか
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学
期
末
に
行
っ
て
き
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

用
い
た
評
価
を
、
授
業
の
節
目
や
単
元
の
ま

と
ま
り
ご
と
に
し
、
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
記
述
も
行
わ
せ
る
こ
と
で
、
評
価
を
次
の

取
り
組
み
の
改
善
に
つ
な
げ
や
す
く
し
た
。

評
価
の
機
会
が
増
え
る
と
評
価
に
時
間
が
割

か
れ
て
し
ま
い
、
授
業
時
間
が
減
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
に
お
け
る
６
つ
の
資
質
・
能
力
を
時
間
を

か
け
ず
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
授
業
・

単
元
で
特
に
自
分
や
他
者
が
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
資
質
・
能
力
を
２
つ
選
ん
で
、

そ
う
思
う
理
由
と
と
も
に
自
己
お
よ
び
他
者

評
価
す
る
こ
と
に
し
た
。
自
分
や
他
者
が「
身

に
つ
け
た
資
質
・
能
力
」
を
考
え
さ
せ
る
こ

と
で
、
長
所
を
見
抜
く
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

た
い
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
る
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

ルーブリック
資質・能力 行動目標 A B C D

主体性

指示を待つのではなく、
自分がやるべきことを見
つけ、自発的に取り組
むことができる。

自分がやるべ
きことを見つ
け率先して課
題に取り組む。

指 示を 仰ぎ、
意欲的に課題
に取り組む。

指示を待って、
課題に取り組
む。

前向きに課題
に取り組むこ
とができない。

実行力
失敗を恐れずに行動す
ることができる。

何事に対して
も前向きにチャ
レンジすること
ができる。

勧められれば
チャレンジでき
る。

ほかの人がす
れば、する。

失敗を恐れて
新しいことに
チャレンジし
ない。

今回の授業・単元で特に伸ばすことができた資質・能力を２つ選び、
そう思った理由を書きましょう。

また、そのほかの資質・能力についても評価しましょう。

自分を評価しよう

名前 特に伸びた資質・能力 そう思った理由

•（　　　　　 ）力

•（　　　　　 ）力

４段階評価
主体性 実行力 課題発見力 計画力 知識・理解 組織行動力

他者を評価しよう

名前 特に伸びた資質・能力 そう思った理由

•（　　　　　 ）力

•（　　　　　 ）力

名前 特に伸びた資質・能力 そう思った理由

•（　　　　　 ）力

•（　　　　　 ）力

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

ルーブリック「課題研究」

「
理
由
」
を
述
べ
な
が
ら
、

授
業
や
単
元
の
節
目
で
評
価
に
臨
む

After

授業の節目や
単元のまとまりなどで複数回、
ルーブリックを使って評価させる
生徒が自身の学びの改善をスムーズ
に図れるよう、ルーブリックを使っ
た評価の回数を増やし、評価結果
を蓄積していく。

育成を目指す資質・能力の
いくつかに焦点をあてて、
理由とともに評価させる
評価の回数が増えたことで評価そ
のものに時間がかかりすぎないよう
に、学校として育成を目指す資質・
能力のうち、生徒が「自分が特に伸
ばすことができた」「仲間が特に伸
ばすことができた」と感じているも
のを選んで、理由とともに記述する。
他者を評価した部分を切り取り、生
徒間で交換することで、一人ひとり
の生徒が自分自身を振り返られるよ
うにする。

1

2

改良ポイント

他者評価については、切
り取って生徒同士で気軽
に交換できるように、肯
定的な記述のみとし、４
段階評価は行わない
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　「
課
題
研
究
」
に
お
け
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

は
、
生
徒
に
と
っ
て
は
、
学
習
活
動
の
中
で
、

自
分
の
成
長
を
測
る
手
立
て
の
１
つ
で
あ
る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
た
自
己

評
価
、
他
者
評
価
は
、
可
能
な
限
り
数
多
く

行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
、
検
討
会
で
は
意

見
が
一
致
し
た
。
し
か
し
、
た
だ
何
と
な
く

の
印
象
で
こ
れ
ま
で
通
り
の
４
段
階
評
価
を

す
る
と
、
納
得
度
の
高
い
評
価
が
実
現
す
る

と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
自
分
や
他
者

が
特
に
伸
ば
し
た
と
思
う
資
質
・
能
力
を
選

ば
せ
て
、
そ
う
思
う
理
由
を
述
べ
な
が
ら
丁

寧
に
評
価
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。そ
れ
に
よ
っ

て
、
た
と
え
主
観
が
土
台
で
あ
っ
て
も
、
納

得
度
が
増
す
こ
と
を
期
待
で
き
る
か
ら
だ
。

　
さ
ら
に
、
自
分
や
他
者
が
「
特
に
伸
ば
し

た
と
思
う
資
質
・
能
力
」
と
い
う
視
点
で
の

記
述
を
求
め
る
こ
と
で
、
他
者
を
前
向
き
に

評
価
す
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
に
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
相
互
評
価
で
は
で
き
て
い

な
い
こ
と
を
指
摘
す
べ
き
局
面
も
あ
る
が
、

数
値
で
評
価
で
き
な
い
活
動
に
取
り
組
む
生

徒
に
は
、
ま
ず
は
自
分
や
他
者
の
よ
い
と
こ

ろ
を
見
抜
き
、
言
語
化
す
る
力
を
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　
同
校
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
は
、
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
の
一
部
は
生
徒
た
ち
の
議

論
の
中
で
定
義
さ
れ
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
た
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
学
習
の
当
事
者
で
あ
る
生

徒
が
作
り
、
改
訂
に
も
か
か
わ
る
べ
き
だ
と

い
う
点
で
も
意
見
は
一
致
し
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1 年度当初にルーブリックを生徒に配布し、
評価の観点を周知する

2
授業や単元の節目などで
ルーブリックを用いて生徒が
自己および他者評価する

3
年度末にルーブリックの改訂に取り組む。
生徒に「どのような観点で評価してほしいか」

などを聞き、改訂に生かす

改良！指
導ツール

活用の流れ

「課題研究」　ルーブリック

根
拠
を
語
る
こ
と
で
、

評
価
の
納
得
度
を
高
め
合
う

　
今
回
の
検
討
会
で
得
た
大
き
な
改
訂

方
針
の
１
つ
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基

に
し
た
生
徒
の
自
己
お
よ
び
他
者
評
価

の
回
数
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
生
徒
た

ち
に
そ
の
日
の
授
業
や
単
元
で
評
価
し
た
い
観
点

を
選
ば
せ
る
こ
と
で
、
短
時
間
で
あ
り
な
が
ら
、

納
得
度
の
高
い
評
価
の
場
面
を
頻
繁
に
設
け
ら
れ

そ
う
で
す
。
評
価
が
漠
然
と
し
た
も
の
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
根
拠
と
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
内
省
を

記
入
さ
せ
る
案
も
取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
評
価
を
通
し
て
生
徒

に
期
待
す
る
の
は
、
自
分
や
他
者
の
長
所
に
気
づ

く
力
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
高
校
卒
業
後
は
社
会

人
と
し
て
活
躍
す
る
生
徒
が
多
い
本
校
で
は
、
長

所
に
気
づ
く
力
は
高
校
３
年
間
の
う
ち
に
確
実
に

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
力
の
１
つ
で
す
。
自
分
や
他

者
の
長
所
に
素
直
に
目
を
向
け
ら
れ
る
雰
囲
気
を

課
題
研
究
の
授
業
で
醸
成
し
て
い
け
ば
、
生
徒
の

メ
タ
認
知
能
力
も
高
ま
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
と
お
話
し
す
る
中
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

メ
リ
ッ
ト
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、

私
自
身
の
心
が
軽
く
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫

で
し
た
。

春
日
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
応
用
化

学
工
学
科
主
任
。
工
業
科
担
当
。「
自
己
有
用
感
を
高
め
、
母
校
に
誇
り
を
持
ち
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
産
業
人
を
育
成
し
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
・
定
時
制
／
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
、
建
設

工
学
科
、
応
用
化
学
工
学
科
（
以
上
、
全
日
制
）、
機
械
科
（
定
時
制
）
／
共
学
／

１
学
年
約
２
２
５
人
（
全
日
制
）、
40
人
（
定
時
制
）
／
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格

実
績
／
な
し(

１
期
生
の
卒
業
は
２
０
１
９
年
３
月)

自分や他者の長所に気づく力を身につけさせたい
山口県立下関工科高校　春日貴江　かすが・よしえ
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＊１ Comprehension（理解）、Discovery（発見）、Ambition（大志）の頭文字をとった、同校独自の進路観醸成プログラム。

指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を

お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9 時～ 21 時）にて承ります。

（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、「
評
価
＝
結
果
」

と
ば
か
り
考
え
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
本
来
、
評
価
は
生
徒
の

こ
れ
か
ら
の
学
び
を
支
援
す
る
材
料
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
学
期
の
最

後
な
ど
に
活
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
途
中
で
何

度
も
活
用
し
て
、
次
の
学
び
を
見
通
す
こ
と
が
大

切
で
す
。｢
総
合
的
な
探
究
の
時
間｣

な
ど
は
生
徒

全
員
に
共
通
す
る
数
値
目
標
が
な
い
か
ら
こ
そ
、

学
習
の
価
値
を
確
認
で
き
る
よ
う
な
肯
定
的
な
評

価
が
不
可
欠
で
す
。
本
校
で
は
、
生
徒
会
役
員
が
、

委
員
会
活
動
を
評
価
・
改
善
す
る
た
め
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
共
通
の
ゴ
ー
ル
や

指
標
が
設
定
し
に
く
い
活
動
を
評
価
・
改
善
す
る

と
い
う
意
味
で
は
、
学
校
の
様
々
な
シ
ー
ン
で
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
が
活
用
で
き
ま
す
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
作
っ
て
終
わ
り
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
を
基
に
し
た
指
導
の
目
線
合
わ

せ
と
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
そ
の
も
の
の
見
直
し
が
必

要
で
し
ょ
う
。
社
会
の
変
化
を
受
け
止
め
な
が
ら
、

「
育
て
た
い
生
徒
像
」
を
適
切
に
更
新
し
、
そ
れ
を

共
有
し
て
い
る
か
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
通
し
た
自

己
検
証
が
私
た
ち
教
師
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
評
価
に
は
、

そ
れ
ま
で
個
々
の
教
師
の
暗
黙
知
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
見
取
り
の
力
を
、
学
校

と
し
て
の
共
有
財
産
に
す
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
を
生
徒
の
活
動
場
面
に
落
と
し
込

む
こ
と
で
、
指
導
の
ぶ
れ
も
少
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
生
徒
の
中
に
は
自
己
肯
定
感
が
低
く
、

集
団
で
の
自
分
の
価
値
、
役
割
を
十
分
に
認
識
で

き
て
い
な
い
生
徒
も
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
生
徒

に
と
っ
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、「
高
校
３
年
間
で
こ

う
い
う
姿
を
目
指
そ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

な
り
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

学
校
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
が

促
進
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作

成
や
見
直
し
に
は
、
ど
ん
ど
ん
生
徒
を
巻
き
込
み

た
い
で
す
ね
。
本
校
で
も「
人
間
力
向
上
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
し
た
課
題
研
究
が
本
格
化
し
て
い
ま
す

が
、「
活
動
し
て
み
て
ど
ん
な
力
が
必
要
だ
と
思
っ

た
？
」「
も
っ
と
評
価
し
て
ほ
し
か
っ
た
こ
と
は
あ

る
？
」
な
ど
と
生
徒
に
聞
き
な
が
ら
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
作
成
、
更
新
し
て
い
き
た
い
で
す
。

髙
比
良
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
２
学
年

主
任
。
Ｃ
Ｄ
Ａ
（
＊
１
）
委
員
長
。
国
語
科
。 

「
生
徒
同
士
、
生
徒
と
教
師
の
対
話

を
通
し
て
、
生
徒
の
主
体
性
、
創
造
性
を
育
む
学
校
を
目
指
し
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０
人

／
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、東
京
大
、 

京
都
大
、 

大
阪
大
、 

九
州
大
、
長
崎
大
な
ど
に
２
１
３
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
京
理
科
大
、

明
治
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
１
４
０
人
が
合
格
。

栁
井
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
主
幹
教
諭
。

教
務
部
。
英
語
科
。 

「
活
躍
で
き
る
場
を
与
え
、
対
話
を
通
し
て
導
き
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
成
長
や
自
立
を
実
感
さ
せ
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
／
共
学
／
１
学
年
約

２
０
０
人
／
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
山
口

大
、
宮
崎
大
、
大
阪
府
立
大
な
ど
に
25
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
駒
澤
大
、
近
畿
大
、

福
岡
大
な
ど
に
延
べ
１
３
３
人
が
合
格
。

「これからの学びの支援」につながる評価を
長崎県立諫早高校　髙比良周一　たかひら・しゅういち

「評価」を通して学校のアイデンティティーを確立する
宮崎県立延岡星雲高校　栁井健二　やない・けんじ
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